
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七七つつのの誤誤解解！！  

ユーザーの意思決定者
に根回しすれば良い 

関係者の要望をすべて
バランスよく盛り込む 

PM を替えれば
良い 技術的な問題を

解決すれば良い 

プロジェクト体制を強
化すれば良い ユーザー担当者と親

密になれば良い 納期延長・予算追加
で乗り切れる 

・・ななぜぜ、、ププロロジジェェククトトはは悪悪化化しし続続けけるるののかか？？  

・・PPMMBBOOKK をを習習得得・・実実践践すすれればば失失敗敗ププロロジジェェククトトははななくくせせるるののかか？？  
 

プロジェクトが火を噴いてしまった際、「だから、しっかりと予防することが大事

だって言ったのに…」というセリフ、言ったり言われたりしていませんか？ 

確かに予防は大事です。しかし、どんなに予防をしていても問題発生を 100%なく

すことは不可能です。更に、「火消し」とも称される問題プロジェクトの軌道修正

（リカバリー）には、いくつもの「落とし穴」があります。 
リカバリーは失敗できません。そこで、実効性のあるリカバリー・プランの策定が

必須となります。リカバリーの成功を保証する魔法の杖はありませんが、成功率を

高めるプロセスはあります。リカバリーには好適なやり方が求められるのです。 

【リカバリーを成功させるプロセス】 

■ 現状分析とリカバリー起動 

■ 問題の定義づけとリカバリー・プランの策定 

■ プランへの支援の獲得とユーザ承認の為の交渉 

■ 実施体制の再構築、及びリカバリーの実施と追跡評価 

 

PM コンセプツの「リカバリー・マネジメント」コース（2 日間）は、実例に基づい

たケーススタディを通じて問題の発生時対策を疑似体験することにより、実践的な

問題解決スキルを習得可能にします。是非ご参加頂きたく、ご案内申し上げます。 

 
 ※ 詳しくは、下記ホームページをご覧いただくか、直接お電話でお問い合わせ下さい。

株式会社 PM コンセプツ http://www.pmconcepts.co.jp 
〠166-0016 東京都杉並区成田西 2 丁目 2 番 12 号 

TEL：03-5913-9120 FAX：03-3313-7550

・要件定義？ 

・プランニング？ 

・コントロール？ 

・組織の方針？ 
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PPPrrrooojjjeeecccttt   RRReeecccooovvveeerrryyy   MMMaaannnaaagggeeemmmeeennnttt   

リリカカババリリーー担担当当者者  必必須須ののココーースス！！  

リリリカカカバババリリリーーー・・・マママネネネジジジメメメンンントトト   


